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第２類医薬品

使用上の注意 

1.次の人は使用前に医師又は薬剤師にご相談ください
（1）医師の治療を受けている人。
（2）本人又は家族がアレルギー体質の人。
（3）薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。
（4）患部が広範囲の人。
（5）湿潤やただれのひどい人。
（6）深い傷やひどいやけどの人。
2.次の場合は、直ちに使用を中止し、この文書を持って医師又は薬剤師にご相談くだ
さい
（1）使用後、次の症状があらわれた場合

（2）5～6日間使用しても症状がよくならない場合

相 談 す る こ と 

〔効　能〕 ─────────────────────────────────
化膿性皮膚疾患、とびひ
〔用法・用量〕 ───────────────────────────────
患部に適量を塗布します。

〈用法・用量に関連する注意〉
（1）定められた用法・用量を厳守してください。
（2）小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させてください。
（3）目に入らないように注意してください。万一、目に入った場合には、すぐに水又は

ぬるま湯で洗ってください。
なお、症状が重い場合には、眼科医の診療を受けてください。

（4）外用にのみ使用してください。
◎ポリベースは薬剤の浸透力の強い乳剤性基剤ですので、ただれていたり、じゅくじゅ
くのひどい患部に使用するとかえって悪化することがあります。この場合には患部
をかわかして治りを早める水溶性基剤の軟膏（商品名：ポリ）をご使用ください。

★裏面につづく

化膿性皮膚疾患用薬

ポリベース獏

すり傷・きり傷などの化膿に

●すり傷、きり傷などの化膿やとびひに効果をあら
わします。

●抗菌剤スルファジアジンが化膿を抑えます。
●べとつかず、ぬり心地のよいクリームです。

ポリベースは… 

ご使用に際して、この説明文書を必ずお読みください。 
また、必要な時読めるよう大切に保管してください。 第2類医薬品 

関係部位
皮　　ふ

症　　状
発疹・発赤、かゆみ、はれ

添加物として、流動パラフィン、セタノール、ステアリン酸、プロピレングリコール、
ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレングリセリルモノセテア
レート、グリセリルモノセテアレート、ショ糖脂肪酸エステル、パラベン、クエン酸
Na、香料、フェニルエチルアルコール、ベンジルアルコールを含有します。

〔成分・分量と働き〕────────────────────────────

T-6

傷のお手当 

すり傷やきり傷は、放っておくと細菌が侵入して化膿しやすくなります。
お早めにお手当し、傷口を清潔に保つことが大切です。
●傷口はきれいに洗いましょう。
●包帯や絆創膏は、いつも清潔なものを。
●出血が多い時は、傷口を心臓より高い位置にしておくと、より早く止まります。

保管及び取扱い上の注意 
（1）直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓して

保管してください。
（2）小児の手の届かない所に保管してください。
（3）他の容器に入れ替えないでください。
（誤用の原因になったり品質が変わるおそれがあります。）

（4）使用期限をすぎた製品は、使用しないでください。

本製品についてのお問い合わせは、お買い求めの
お店又は下記にお願い申し上げます。 

佐藤製薬株式会社　お客様相談窓口 
電話　０３（５４１２）７３９３ 

受付時間：９：００～１７：００（土、日、祝日を除く） 

副作用被害救済制度のお問い合わせ先 

（独）医薬品医療機器総合機構 
http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 
電話　0120-149-931（フリーダイヤル） 

製造販売元（輸入） 

佐藤製薬株式会社 
東京都港区元赤坂1丁目5番27号 
MANUFACTURED BY 
SATO PHARMACEUTICAL CO., LTD. TAIWAN 
IMPORTED & DISTRIBUTED BY 
SATO PHARMACEUTICAL CO., LTD. JAPAN 
MADE IN TAIWAN

成　分

スルファジアジン

塩酸ジフェンヒドラミン

酸化亜鉛

分　量

5％

1％

5％

働　き

化膿の原因となるブドウ球菌や大腸菌に対して抗菌作
用をあらわすサルファ剤です。

傷の治りかけなどに起こるムズムズしたかゆみを抑
えます。

患部の治りを早めます。
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